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高校英語 文法ユニット17 名詞・冠詞・代名詞｜定着ドリル（基礎）

名詞・冠詞 定着ドリル（基礎） 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 相手がもう特定できるかで冠詞を選び、数えない名詞を正しく書ける

1 （　）内から正しいほうを選ぼう。※うすい字はヒント　【はじめに】名詞に○をつけ、「これ、相手に

はもう分かる？」と自分に聞いてから選ぶ。　【考えてみよう】(1)と(2)で冠詞が変わるのはなぜだろう？
知識・技能

(1) I found ( a / the ) nice café near the library.　ヒント: 相手は初めて聞く

(2) ( A / The ) café I told you about closed last month.　ヒント: もう話した店

(3) My aunt gave me some useful ( advice / advices ).　ヒント: 数えない名詞

(4) ( Dogs / The dogs ) are loyal animals.　ヒント: 種類ぜんたいの話

2 日本語に合うように、（　）に1〜2語で書こう。 知識・技能

(1) 駅の近くに新しいパン屋がある。

There is ( ) bakery near the station.

(2) そのパン屋は毎朝7時に開く。

( ) bakery opens at seven every morning.

(3) 宿題がたくさんある。

I have a lot of ( ).

(4) 父は毎朝、電車で仕事に行く。

My father goes to ( ) by train every morning.

3 日本語に合うように並べかえよう（文頭の語も小文字で始めてある）。 知識・技能

(1) 私は駅の前で大きな犬を見かけた。　（I saw で始め、in front of the station. で終わる）

[ big / a / dog ]

(2) その犬は青い首輪をしていた。　（この3語から始め、wearing a blue collar. で終わる）

[ the / was / dog ]

(3) 彼は私に役に立つ情報をくれた。　（He gave で始め、. で終わる）

[ useful / information / me ]
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高校英語 文法ユニット17 名詞・冠詞・代名詞｜定着ドリル（基礎）

名詞・冠詞 定着ドリル（基礎）｜ミニ英作と解答

4 ＿＿だけ自分のことばで埋めて、文ぜんぶを書こう。書けたらペアで交換して、相手の文を声に出して読
む。 思考・判断・表現

(1) There is ( a / an ) ______ near my house.（家の近くにあるもの）

ヒント: convenience store / small park / old temple など

(2) The ______ is ______.（その場所のようす。上の文の続きとして）

ヒント: store is open all night / park is very quiet など

解答 　4は一例。文として正しければ広く認めます

1

(1) a

相手はまだその店を知らな
いので a。【考えてみよ

う】の答え: 1文目では相
手が知らず、2文目ではも
う分かるから。

(2) The

「前に話した店」なので相

手も特定できる。だから
the。

(3) advice

advice は数えない名詞。-

s はつけない。数えるなら
a piece of advice。

(4) Dogs

種類ぜんたいの話なので無

冠詞の複数形。The dogs
だと「その犬たち」にな

る。

2

(1) a new

初めて出すので a。new が
入っても a のまま（母音

で始まらないので an には
しない）。

(2) The
1文目で出したので、2文目

では相手も特定できる。

(3) homework
homework は数えない名
詞。× homeworks。数える

なら a lot of homework。

(4) work

go to work は目的を言う
言い方なので無冠詞。the

work にすると「その仕

事」になる。

3

(1) I saw a big dog in front of the station.
初めて出す犬なので a。station は「いつもの駅」として

the。

(2) The dog was wearing a blue collar. 前の文に出た犬なので the。首輪は初出なので a。

(3) He gave me useful information. information は数えないので a も -s もつけない。

4（解答例）

(1)
There is a convenience store near my house.（一

例）

初めて出すので a。直後にくる語が母音の音で始まるなら

an（an old temple）。

(2) The store is open all night.（一例）
1文目で出したので the。前の文とちゃんとつながっている
か確かめる。
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